
 
 

 
 

 

 「暑い暑いあつーい！！」と言いながら長い夏を過ごして来ました。 

ようやく「秋」らしい空と風を少し感じています。 

短い「秋」になりそうです。大切に過ごしていきたいと思います。 

第 16回運動会に向けて、３・４・５歳児は練習に燃えています。 

モチベーションを保たせて集中出来る環境を作り上達を感じさせながら進んでいます。 

優しい・楽しい指導を心掛け「やる気」を保つ工夫をしています。 

朝夕の気温差の激しい時期です。体調管理には十分気を付けてあげて下さい。 

 

 

 

～アドラーより～ 
子どもの課題を共同の課題にする(１) 

 
 

 子どもの課題は、本来は子どもが自分の力で解決しなければならないものですし、親が口を出したり手伝ったりして

はいけないものです。しかし、子どもの課題を親子の<共同の課題>にして、親が手伝うことができる場合が 3つありま

す。 

この章では、そのうち 2つを学んで、もうひとつの場合は第５章で学びます。 

 

1．子どもから親に頼んできたとき 

 子どもの課題は、原則としては子ども自身に解決してもらうことが望ましいのです。もし自力でうまく解決できれば、 

子どもは「私は能力がある」と感じるでしょう。かわりに親が解決してしまえば、子どもは「私は能力がない」と感じてしま

うかもしれません。しかし、子どもが自分の力だけで課題を解決できない場合もあります。そのような場合、もし子ども

が 

はっきりと言葉で「手伝ってよ」と頼んでくれば、親は手伝ってあげることができます。たとえば、「学校の宿題がわから

ない」というのは、その結末が子どもの身にだけふりかかりますから、子どもの課題です。しかし、子どもが「宿題がわ

からない。手伝って」と相談してきたら、子どもの話をよく聴いた上で、お手伝いしてあげることができます。 

 

2．言葉ではっきり頼まれてから手伝う 

 子どもは自分の課題を解決できないのだが、言葉で頼まないで、ただ手伝ってほしそうなそぶりをするだけだったり 

するときには、言葉ではっきりと頼んでくれるまで、手伝わない方がいいと思います。 

 場合によっては、「なにかお手伝いできることはありますか？」と尋ねてみるのもいいでしょう。そうして、子どもが 

「手伝って」と言えば、手伝ってあげますし、なにも言わないか、あるいは「手伝わなくてもいい」と言えば、子どもにまか

せます。 

 

3．引き受けることも断わることもできる 

 子どもが頼んできたからといって、絶対に引き受けなければならないものではありません。場合によっては、断わるこ

ともできます。また、部分的には引き受けて、部分的には断わるというようなこともできます。引き受けるとしても、どの

程度手伝うのか、どういうことは手伝わないのかを、事前によく話し合っておきます。 
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